
昭和41 年度

－ 年度

⑤予算費目

全市　　・　　区別　（　　　　　　　　区） 会計

款

tel: fax: 項

mail: 目

法律
　　　　　名
計画

左記の
規定内容

法律
　　　　　名
計画

左記の
規定内容

第一
四半期

第二
四半期

第三
四半期

第四
四半期

第一
四半期

第二
四半期

第三
四半期

第四
四半期

第一
四半期

第二
四半期

第三
四半期

第四
四半期

方針決定 方針決定 方針決定

委員募集 委員募集 委員募集

企画協議 企画協議 企画協議

関係者協議 関係者協議 関係者協議

事業実施 事業実施 事業実施

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○日時　　平成21年1月12日(月・祝)　13：00～14：45
○場所　　マリンメッセ福岡(博多区沖浜町7-1)
○行事内容
第１部　記念式典(13：00～13：30)
　（1）お祝いのことば：市長　　　（2）祝辞：市議会議長　　　（3）はたちの誓い：新成人代表
第２部　イベント(13：30～14：45)　　テーマ：明日未来　～Dreams go on～
　（1）第１幕　「ふくこいアジア祭り隊」による演舞　　　（2）第２幕　ビーグルクルーさんによる歌とトーク
　（3）その他　大型ビジョンでの啓発ビデオ上映等（開会前）　・選挙啓発　・消費者啓発　・飲酒運転撲滅啓発

⑧
年
度
計
画

スケジュール

平成20年度 平成21年度

繁
閑
期

特に忙しい

忙しい

通常

非稼働・
未実施期間

21年度
実施内容

○日時　　平成22年1月11日(月・祝)　13：00～14：30
○場所　　マリンメッセ福岡(博多区沖浜町7-1)
○行事内容
第１部　記念式典(13：00～13：30)
　（1）お祝いのことば：市長　　　（2）祝辞：市議会議長　　　（3）はたちの誓い：新成人代表
第２部　イベント(13：30～14：30)
　新成人を中心とした実行委員会により内容を企画する。

平成22年度（予定）

同上

「成人の日」は「おとなになったことを自覚し，みずから生き抜こうとする青年を
祝いはげます(国民の祝日に関する法律第2条)」記念すべき日である。
この記念すべき日をさらに有意義なものにするため，全市をあげて新しく成人と
なった者を祝福するとともに，大人としての自覚を促す。

事業手法
○新成人を中心とした実行委員会を組織
○新成人が記念行事の企画・運営に参加

これまでの経過
及び

今後の全体計画

本事業は，「成人の日」の制定以降，昭和41年度から実施している。
昭和60年度：各区の単独事業から全市に一本化（全区合同開催）。
平成5年度：記念品廃止。
平成9年度：実行委員会に新成人の参加を開始。
平成10年度：各区で参加を通して大人の自覚を促すための体験型イベントを実施。
平成12年度：体験型イベントの廃止（試行の結果，新成人の参加意欲は低く，参加者の確保が困難であったため）
平成21年度：新成人がより参加しやすい日程等を検討するためにアンケート調査を実施（予定）。

20年度
実施内容

⑦
事
業
概
要

時点 対象 将来達成したい状況

事業の目的
（事業開始時）

新成人

事業の目的
（現在）

⑥行政計画上の位置付け

総合計画

政策目標

施策事業体系

法律上の位置付け
・

他の行政計画での位置
付け

国民の祝日に関する法律
成人の日「おとなになつたことを自覚し，みずから生き抜
こうとする青年を祝いはげます。」

②事業主体 福岡市・福岡市成人の日記念行事実行委員会

③実施箇所

④所管課

　こども未来局こども育成部体験・交流推進課

092-711-4188 092-733-5736

①事業名
非行防止・健全育成事業

（成人の日記念行事）

事業開始年度

終了予定年度

事業の仕分け 評価調書

基準日 平成21年3月31日現在 （単位：千円）

01　一般会計

13　こども育成費

05　こども育成費

10　こども育成支援費



0.50 人 0.50 人 0.50 人 0.50 人

千円 3,800 千円 3,800 千円 3,800 千円 3,800 千円

人 人 人 人

千円 千円 千円 千円 千円

0.25 人 0.25 人 0.25 人 0.25 人

千円 375 千円 375 千円 375 千円 375 千円

0.75 人 0.75 人 0.75 人 0.75 人

減価償却費 180 千円 135 千円 135 千円 135 千円 135 千円

 庁舎維持管理費 210 千円 157 千円 157 千円 157 千円 157 千円

18,028 千円 17,665 千円 17,768 千円 18,467 千円

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

評価
A～D

事業名

所管所属名

事業名

所管所属名

⑨
資
源
投
入
量

予
算
・
決
算

年度 総事業費

事業費（正規・嘱託・臨時職員の人件費を除く） －

うち、当該個別事業事業費（各人件費を除く）※

うち委託費・報償費 －

財
源
内
容

18年度決算 19年度決算 20年度決算見込 21年度予算

13,561 13,198 13,301 14,000

特
定
財
源

国庫・県支出金 －

 受益者負担分(使用料等) －

市債 －

その他 －

13,198 13,301 14,000

一般財源 ＋ 市債 － 13,561 13,198 13,301 14,000

一般財源 － 13,561

3,200

臨時職員
標準人件費

1,500

職員数計

職員1人当たり
標準減価償却費

職員1人当たり
標準庁舎維持管理費

事業のトータルコスト

人件費
・

投入業務量

正規職員
標準人件費

7,600

嘱託職員
標準人件費

⑩
数
値
目
標

指標・名称 初期値 目指すべき目標値

アウト
プット
に関
わる
指標

参加者
12,000 対象者の7割参加

（平成17年度） （平成－年度）

18年度 19年度 20年度 21年度

12,224 12,043 11,414 対象者の7割参加

11,000 11,000 10,000

（　　　　年度） （平成　　年度）

（　　　　年度） （平成　　年度）

アウト
カム
に関
わる
指標

大人として
の自覚

－ －

（　　　　年度） （平成　　年度）

（　　　　年度）

－ － － －

－ － －

（平成　　年度）

⑪
目
標
達
成
度

（
2
0
年
度

）

指標・名称 達成状況（20年度） 目標の達成及び未達成の理由、今後必要となる努力・対策

アウト
プット
に関
わる
指標

参加者 10,000 Ｃ 新成人がより参加しやすい日程等を検討するためにアンケート調査を実施（予定）。

アウト
カム
に関
わる
指標

大人として
の自覚

－ Ｃ 大人としての自覚を促す啓発について，より効果的な手法等を検討する。

⑫
要
因
分
析

外
部
要
因

事業実施の
追い風となり
うる外部環境

特になし

事業実施に
支障となるこ
とが予測され
る外部環境

特になし

内
部
要
因

関連事業

関連
内容

関連
内容

14,000

　※事業が複数の個別事業から構成されている場合は、上段に事業費を記入し、下段に当該個別事業の事業費を記入する

－ 13,561 13,198 13,301



評価
A～D

⑮事業に対する所管部署の総合評価

Ａ 　　高い

Ｂ　　　　　

Ｃ　　　　　

Ｄ 　　低い

⑯今後の事業展開

Ⅰ　拡充・継続

Ⅱ　要改善　

Ⅲ　国/県/広域

Ⅳ　民間

Ⅴ　縮小

Ⅵ　廃止

⑬
事
業
内
容
の
チ

ェ
ッ
ク

項目 所管部署の現状分析・理由

事業の必要性の視点

必需性
市民が社会生活を営むうえで必要不可欠なサー
ビスか

Ｃ 法令に「成人の日」の定めはあるが，記念行事の実施義務はない。

公益性
サービスの提供により市民福祉が増大している
か

Ｃ 記念行事の実施により，法の趣旨に沿った「おとなになったことを自覚し，みずから生き抜
こうとする青年を祝いはげます記念すべき日」になっている。

実施主体の視点
代替性
市以外（民間，NPO，国，県など）が同種のサー
ビス提供の実施主体となっている事例がないか

Ｃ 他の多くの自治体においても行政が主体である。

共働の視点
共働
地域・企業・ＮＰＯ等との連携し、共働できている
か。役割分担が出来ているか

Ｂ 新成人を中心とした実行委員会にて企画・運営を行っている。

連携・効果性の視点
連携
市の他局・他部又は国・県との連携や役割分担
が出来ているか

Ｂ 対象者の把握のための情報について市民局から提供を受け，案内送付用のラベル作成に
ついて総務企画局の協力を得ている。

受益者負担の
視点

受益者負担
受益者の負担の現状はどうなっているか Ｄ 記念行事の性質から受益者負担（参加費の徴収等）は馴染まない。

実行委員会は市役所の会議室を利用しており，会場は「マリンメッセ福岡」を利用している。

コスト
業績の実績と投入コストを比較し、コストに見合う
成果を上げているか

Ｂ 各区開催から全市へ一本化・記念品廃止・実行委員会への新成人参加など，見直しを行っ
ている。

これ以上コストを下げるためにできることは何か。
もしくは、同様のコストでより大きな成果を上げる
ことは可能か

新成人がより参加しやすい日程等の検討

⑭課題と今後の取り組みの方向性

有効性・効率性の視点

対象者
事業の対象や働きかけの相手方等について効果
的な絞り込みが出来ているか

Ａ 新成人のみを対象としている。

資源の有効活用
市が持っている社会資本・ストック（施設・調査資
料等）を有効に活用しているか

Ａ

課　　　　　題 今後の取り組みの方向性

新成人がより参加しやすい日程等の検討 アンケート調査の実施

必要性 分析・理由

Ｂ

今後の方向性 予想される今後の展開 事業終了の条件

国民の祝日に関する法律にあるように「成人の日」は「おとなになったことを自覚し，みずから生き抜こうとする青年を祝いはげます」記念すべき日で
ある。この記念すべき日に，新しく成人となった者を祝福するとともに，大人としての自覚を促すため，全市をあげて成人の日記念行事を実施してい
るところである。全国的にも行政が主体となって記念行事を実施しており，今後も継続して実施する必要があると考えている。

本市の成人の日記念行事は，国民の祝日に関する法律の趣旨などを考慮して「成人の日」当日に開
催しているところであるが，現在，成人の日は必ず日曜日に続く月曜日となり，週休二日が浸透してき
たことを考えれば，土曜から三連休ということになる。そうすると，記念行事は三連休の真ん中の日に
実施した方が，遠方にいる新成人も参加しやすくなるなど，何かにつけ集まりやすいということがメリッ
トとして考えられ，また，市民の声においても日程の変更に関する意見が寄せられていることから，新
成人がより参加しやすくするために，アンケート調査を実施し日程の変更等を検討することとしている。

祝日「成人の日」の廃止Ⅰ
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